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介護保険制度の改正に伴い、七飯町では平成２９年４月から総合事業がはじまりました。 

総合事業は、要支援状態にある高齢者の方々の暮らしを地域全体で支えるとともに、高齢者

自らが持っている能力を最大限発揮して、年をとっても“住みたいまち・住み続けたいまち 

七飯町”を実現していくための仕組みです。 

Vol. 5 令和５年１１月作成  

http://www.town.nanae.hokkaido.jp/
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お 

総合事業の目的 

総合事業の体制づくり 

○在宅サービスの充実 ○健康づくり・介護予防の強化 ○地域支え合いづくりの推進 

総合事業の構成 

総合事業は、市町村が中心となり地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、多様な

サービスを充実することにより、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支援者等に対する効

果的かつ効率的な支援等を可能とすることを目的としています。 

七飯町では、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年（平成３７年）を目途に、多様なサー

ビスの充実が図られるよう、住民の皆さまと協働して総合事業の体制づくりを進めていきます。 

 

◎総合事業訪問介護サービス 

◎総合事業生活援助サービス 

◎生活支援サポート事業 

◎総合事業通所介護サービス 

◎健康づくり講座 

◎楽らくスポーツクラブ等の介護予防教室 

◎ボランティアポイント事業 

◎地域介護予防活動支援事業 

介護予防・生活支援サービス事業 

【対象者】 要支援１・２、事業対象者 

一般介護予防事業 

【対象者】 ６５歳以上の全ての方 
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◎総合事業が始まりこれまでと変わったこと                    

 

① 要介護（要支援）認定による審査の他に、手続きが簡単な基本チェックリストによる審査 

方法が加わり、事業対象者という利用枠ができました。（詳細は２ページ・３ページ） 
 

② 訪問介護（ホームヘルパー）のサービスに、従来通りの基準によるサービスの他に、生活 

援助中心型のサービス、ボランティアによる生活支援サービスが新たに追加されました。（詳 

細は４ページ・５ページ・１０ページ） 
 

③ 要支援２の方で週１回通所介護（デイサービス）を利用した場合、要支援１の方と同じ料 

金で利用できるようになりました。（詳細は８ページ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用の流れ 

役場やケアマネジャーなどに相談 

・ヘルパー・デイサービス以外の介護予防サ

ービスを利用する場合 

・４０～６４歳で国が定める特定疾患に該

当する場合 

・６５歳以上の方で、ヘルパー、デイサービ

スのみ利用する場合 

 

 認定調査・医師意見書をもとに介護の必要

性について審査会で審査・判定を実施 

要介護(要支援)認定 基本チェックリスト 
 

 運動や認知機能等の 25 質問項目から事業

対象者の基準に該当するか確認 

非該当 要介護 

１～５ 

要支援 

１・２ 

非該当 該当（事業対象者） 

2 

居宅サービス 

計画作成 

居宅介護支援事業所 

介護予防 

サービス計画作成 

地域包括支援センター等 

介護給付の 

サービス 

介護予防給付の 

サービス 

介護予防ケアマネジメント実施 

地域包括支援センター等 

介護予防・生活支援 

サービス事業 

サービス 

一般介護予防事業等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本チェックリストによる手続きについて 

必要な時は、要介護（要支援）認定の申請ができます  
事業対象者となった後でも、総合事業のサービスを利用した後でも、必要とな

った時には、要介護（要支援）認定の申請ができます。 
 

◎要介護（要支援）認定を申請する場合  
 体の状態が悪化した時などの場合には、地域包括支援センターやケアマネジャーと相談し、

いつでも要介護（要支援）認定の申請ができます。 

手続きが簡単です！  
 基本チェックリストを実施して、基準に該当した方（事業対象者）は要介護

（要支援）認定を受ける必要がないため、更新の手続きが不要です。 
 

◎事業対象者は認定期限がありません 
 

 要介護（要支援）認定を受けた人は、一定の期間が来ると、主治医による意見書作成や認

定調査員の調査を受け、審査会で審査・判定する認定手続きを受ける必要があります。 

 一方、基本チェックリストを実施して事業対象者となった方には認定期限がないため、手

続きが簡単です。 

利用できないサービスがあります  
 要介護（要支援）認定を受けた方が使うサービスと比べると、利用できないサ

ービスがあります。 
 

◎利用できない主なサービス 
 
通所リハビリ・・・老人保健施設等で食事、入浴等の日常生活支援やリハビリを提供するサービス 

訪問看護・・・・・主治医の指示により看護師などが訪問し自宅療養中の人に提供するサービス 

短期入所・・・・・短期間施設に入所し介護等の支援が受けられるサービス 

福祉用具・・・・・歩行器などのレンタル、簡易トイレやシャワーチェアー等の購入ができるサービス 

住宅改修・・・・・安全に自宅での生活が送れるよう、手すりや段差の解消等の工事が行えるサービス 
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に 

訪問型サービス(訪問介護・ホームヘルパー) 

① 総合事業訪問介護サービス 
 
 訪問介護員（ホームヘルパー）が訪問し、身体介護（入浴・外出時の見守り等）や

専門的サービスを必要とする方への生活援助（掃除・洗濯・調理等）を行います。 

介護予防・生活支援サービス事業 

4 

3種類 

あります 

 

◆ 自己負担の目安（一月定額制の料金設定です）と利用対象 
 

総合事業 

訪問介護サービス 
週１回程度の利用 週２回程度の利用 週２回を超える利用 

自
己
負
担 

１割 １，１７６円 ２，３４９円 ３，７２７円 

２割 ２，３５２円 ４，６９８円 ７，４５４円 

３割 ３，５２８円 ７，０４７円 １１，１８１円 

利
用
対
象 

事業対象者 ◎ ◎ × 

要支援１ ◎ ◎ × 

要支援２ ◎ ◎ ◎ 

※上記の料金以外に、各事業所の体制等により料金が増減する場合があります。 

 

◆ 主なサービス内容（サービス提供時間は概ね１時間となります） 
 

✧疾患等によりカロリー制限などの配慮を必要とする方に対する食事の準備や調理 

✧入浴、排せつ、衣類の着脱等の日常生活動作に関する身体介護 

✧自立生活支援のための見守り支援 

・利用者と一緒に手助けをしながら行う調理 

・入浴時の見守り（必要に応じて行う介助、転倒予防のための声掛け、気分の確認など） 

・外出時の見守り（転倒しないようにそばにつき、必要時介助を行う） 

・利用者と洗濯物を一緒に干す等、転倒等の事故が起きないよう一緒に家事を行う 

✧体調に変動がある方、転倒の危険が高い方、判断力の低下が見られてきている方等、専門職に

よる生活状況や身体状況の把握が必要な方への生活援助  など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 総合事業生活援助サービス 
 
 必ずしも専門的なサービスを必要としない方への生活援助 

（掃除・洗濯・調理等）を行います。 

 

◆ 自己負担の目安（一回当たり料金設定です）と利用回数 
 

総合事業 

生活援助サービス 
利用回数 

自己負担 

１割 ２割 ３割 

単 

位 
数 

事業対象者 

要支援１ 

月８回まで 
２２５円 
(１回につき) 

４５０円 
(１回につき) 

６７５円 
(１回につき) 

月８回を超えた場合 
2,250 円 
(１月につき) 

4,500 円 
(１月につき) 

6,750 円 
(１月につき) 

要支援２ 
月１２回まで 

２２５円 
(１回につき) 

４５０円 
(１回につき) 

６７５円 
(１回につき) 

月１２回を超えた場合 
3,150 円 
(１月につき) 

6,300 円 
(１月につき) 

9,450 円 
(１月につき) 

※上記の料金以外に、各事業所の体制等により料金が増減する場合があります。 

 

◆ 主なサービス内容（サービス提供時間は１時間以内となります） 
 

✧日常的に使用している箇所の掃除 

✧食事制限がない方の食事の準備や調理 

✧ゴミの分別やゴミ出し 

✧生活必需品の買い物代行 

✧衣類の洗濯や補修 

✧薬の受け取り  など 
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新 た な 

サービス 

その１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 訪問介護サービスと生活援助サービスを組み合わせて 

利用する場合の注意点 
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組み合わせて利用する場合、訪問介護サービスの自己

負担は１回あたりの料金設定となります 
  

組み合わせて利用する場合の例 
 

✧入浴時の見守り（訪問介護サービス）とカロリー制限等、特段の配慮を必要

としない食事の準備（生活援助サービス） 

✧買い物や通院時の見守り（訪問介護サービス）と掃除（生活援助サービス）  

など 

組み合わせて利用する場合、１月に利用できる訪問型サ

ービスに上限があります 

 

◆ 組み合わせて利用した場合の訪問型サービスの上限額 
 

 
自己負担 

１割 ２割 ３割 

事業対象者・要支援１ ２，３４９円 ４，６９８円 ７，０４７円 

要支援２ ３，７２７円 ７，４５４円 １１，１８１円 

 

 

◆ 組み合わせて利用する場合の訪問介護サービスの自己負担の目安 
 

総合事業 

訪問介護サービス 
週１回程度の利用 

(１月４回まで) 
週２回程度の利用 

(１月５回から８回まで) 
週２回を超える利用 

(１月９回から１２回まで) 

自己負担 
（１回当たり） 

１割 ２６８円 ２７２円 ２８７円 

２割 ５３６円 ５４４円 ５７４円 

３割 ８０４円 ８１６円 ８６１円 

※上記の料金以外に、各事業所の体制等により料金が増減する場合があります。 

※週２回を超える利用は要支援２の認定者のみ対象となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問介護サービス・生活援助サービスの生活援助には、 

利用条件があります 

生活援助が利用できる世帯  
✧一人暮らし 

✧同居している家族等が障害や疾病等の理由により、家事を行うことが困難 

✧同居している家族等が障害や疾病以外の理由により、家事を行うことが困難 

例えば 

・家族が高齢で筋力が低下していて、行うのが難しい家事がある場合 

・家族が介護疲れで共倒れ等の深刻な問題が起きてしまうおそれがある場合 

・家族が仕事で不在の時に、行わなくては日常生活に支障がある場合  など 

生活援助の範囲に含まれないサービス 
 

✧「直接本人の援助」に該当しない行為 

 主として家族の利便に供する行為又は家族が行うことが適当であると判断される行為  

・利用者以外のものに関わる洗濯、調理、買い物、布団干し 

・主として利用者が使用する居室等以外の、普段使っていない居室、同居している家族も使用

しているスペース（トイレやお風呂等）の掃除 

・来客の応接（お茶、食事の手配等） 

・自家用車の洗車、清掃  など 
 

✧「日常生活の援助」に該当しない行為 

・草むしり、花木の水やり、ペットの世話、植木の剪定   

・家具、電気器具等の移動、修繕、模様替え 

・大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけ 

・室内外家屋の修理、ペンキ塗り 

・正月、節句等のために特別な手間をかけて行う調理等 

・仏壇の掃除  など 
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③ 生活支援サポート事業 
 
 手助けのほしい人(依頼会員)とお手伝いのできる人 

(サポート会員)が、社会福祉協議会に会員登録を行い、 

会員相互の信頼関係をもとに、依頼会員の生活をサポートします。 

新 た な 

サービス 

その２ 

 
◆ 主なサービス内容 

 

✧掃除・洗濯・ゴミ出し等、概ね３０分以内で終了する簡易な生活援助 

✧見守りを兼ねた相談・話し相手   ✧町内の買い物や通院等の外出支援 

 
◆ 謝礼金について 

上記のサービスに対し、１５分あたり１７０円のサポート会員に対する謝礼金が発生します。 

 
◆ サービスの利用方法 

 

① 担当のケアマネジャーにケアプランの作成を依頼します。 

② 担当のケアマネジャーを通じて社会福祉協議会に利用申込(依頼会員の登録)を行います。 

③ 社会福祉協議会の担当者が希望に合うサポート会員の依頼・調整を行います。 

④ サービス利用開始前に本人、ケアマネジャー、サポート会員、社会福祉協議会の担当者と事

前打ち合わせを行い、サービス開始となります。 

 
◆ 買い物・通院等の外出支援の内容について 

 

買い物・通院等の外出支援は、あくまでも送迎を主としたサービスではありません。送迎の 

他に、以下の「外出支援の内容」を一連のサービスとして実施します。 
  

〇外出支援の内容 

① サポート会員が自宅から車両に乗るまでの移動支援 

② 車両への乗降支援 

③ 依頼会員が希望する町内の商店並びに医療機関等の目的地までの送迎 

④ 目的地での移動支援・手続き等の代行支援・買い物の補助 

⑤ 目的地から自宅までの送迎 

⑥ 車両から自宅までの移動支援 
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通所型サービス(デイサービス) 

総合事業通所介護サービス 
 
 介護施設で、入浴・食事等の日常生活の支援が受けられる他、運動やレクリエ 

ーション等、介護予防に役立つ活動を行うことができます。 

 

◆ 自己負担の目安（一月定額制の料金設定です）と利用対象 
 

総合事業 

通所介護サービス 
週１回程度の利用 週２回程度の利用 

自
己
負
担 

１割 １，６７７円 ３，４２８円 

２割 ３，３５４円 ６，８５６円 

３割 ５，０３１円 １０，２８４円 

利
用
対
象 

事業対象者 ◎ × 

要支援１ ◎ × 

要支援２ ◎ ◎ 

※上記の料金以外に、各事業所の体制等により料金が増減する場合があります。また、食事

やレクリエーションの参加費等は、上記の料金とは別に自己負担となります。 

介護予防・生活支援サービス事業 

9 

◎総合事業が始まり変更になりました 

要支援２の方で、週１回通所介護（デイサービス）を利用した場

合、要支援１の方と同じ料金で利用できるようになりました。 



 

 

  

 

利用者負担が高額になったときは 

高額総合事業サービス費・高額医療合算総合事業サービス費 

高額総合事業サービス費  
 利用者が同じ月に受けたサービスの利用者負担の合計（同じ世帯内に複数の利用者がいる場合

は世帯の合計）が高額になり下記の上限を超えた場合には、申請を行い認められると、超えた分が

後から支給されます。 
 

区  分 利用者負担上限額 

現役並み所得者に相当する方がいる世帯 世帯 ４４，４００円 

一般世帯（世帯内のどなたかが住民税を課税されている世帯） 世帯 ４４，４００円 

住民税世帯非課税 世帯 ２４，６００円 

 
・合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の方 

・老齢福祉年金の受給者 
個人 １５，０００円 

・生活保護の受給者 

・利用者負担を１５，０００円に減額することで生活保護の受給者とならない場合 

個人 １５，０００円 

世帯 １５，０００円 
 

また、介護保険と医療保険の両方の利用負担額が高額になったときは限度額を超えた分が「高額

医療・高額介護合算制度」により支給されます。 
 
 

● 高額医療・高額介護合算制度の自己負担限度額 《年額（期間８月１日～翌年７月３１日）》 
 

所得区分 ７０歳未満を含む世帯 

基礎控除後の所得９０１万円超 ２１２万円 

基礎控除後の所得６００万円超９０１万円以下 １４１万円 

基礎控除後の所得２１０万円超６００万円以下 ６７万円 

基礎控除後の所得２１０万円以下 ６０万円 

住民税非課税 ３４万円 
 

所得区分 ７０歳以上の世帯 

現役並み所得者（上位所得者） ６７万円 

一般（住民税課税世帯） ５６万円 

低所得者（住民税非課税） 
Ⅱ ３１万円 

Ⅰ※ １９万円 

※低所得者Ⅰ区分の世帯で介護（介護予防）サービスの利用者が複数いる場合、医療保険からの支給は上記表どおりの算 

定基準額で算定され、介護保険からの支給は別途計算された算定基準額（世帯で３１万円）で計算されます。 
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スポーツクラブのインストラクターによる、楽しく♪ 

安心・安全で効果的な介護予防教室です。 

 

健康づくり・介護予防を応援します！ 

楽らくスポーツ倶楽部 

ボランティアポイント事業 

町民皆様の地域福祉推進への認識の向上及びボランティアへの関心を高め、参加

してくれる元気な町民が増加する事を目的とした事業です。 

 
✧事業の対象となる方 

町内に在住・在勤の方、町内の学校に属する方、町内で活動する団体、又はその団体に所属

する方等 
 

✧対象となる主なボランティア活動 

七飯町又は社会福祉協議会が主催・共催・後援するイベント又は福祉ボランティア活動。 

ボランティア連絡協議会に登録されている団体によるボランティア活動 
 

✧ポイントの転換 

１０回以上活動すると、活動で得たポイントをアップル商品券に交換できます。 
 

10～19P \1000 
20～29P \2000 
30～39P \3000 
40～49P \4000 
50P                       \5000 

 

✧事業の問い合わせ先  七飯町社会福祉協議会 ☎６５－４９０３ 

 

一般介護予防事業 
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まだまだこどもの世話 

にはなりたくない！！ 

✧開催日程等のお問合せ先 

七飯町社会福祉協議会  ☎６５－２０６７ 

 



 

  

 

地域介護予防活動支援事業 

本事業では、町民の皆様が自分たちの集まる場所を作り実施する介護予防活動に

対し、活動費の一部を補助します。 

 
◆ 介護予防活動の条件 

 

① 営利活動、政治活動又は宗教活動を目的とした活動でないこと 

② 町内の団体等であること 

③ １回あたりおおむね３名以上の参加があり、そのうち町内に在住する 

６５歳以上の方が半数以上占めていること 

④ 専ら特定の活動のみ行うのではなく、活動の合間や終了後に参加者との交流の時間があること 

⑤ 特定の参加者だけでなく、初心者や団体に所属する会員以外の方も参加できること 

⑥ おおむね月２回以上、１回あたり１時間以上活動を実施すること 

  
◆ 補助内容 

 

① 活動立ち上げの補助 

活動を実施又は継続するにあたり必要となる備品の購入、修繕費及び会場の修繕費 

〇補助限度額  １０万円／１事業につき                        

② 運営の補助 

運営にかかわる経費 

〇補助限度額  ３００円×町内の６５歳以上の参加者数／１回あたり（上限額 4,500 円）  

③ 送迎の補助 

要支援者等に対する送迎費用 

〇補助限度額  ３００円×町内の６５歳以上の送迎対象者数／片道 （上限額 4,500 円）  

④ 活動継続の補助 

上記①の補助が限度額に達した団体が、次年度以降、月４回以上の活動を実施又は継続するに

あたり、必要となる備品の購入、修繕費及び会場の修繕費 

〇補助限度額  ５万円／１事業につき                         

 
 

◆ 事業の問い合わせ先  七飯町社会福祉協議会 ☎６５－４９０３ 
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✧ 役 場  

福祉課 介護保険係    ☎６５－２５１４ 

福祉課 地域包括支援係  ☎６６－２４８８ 

 

✧ 居宅介護支援事業所（ケアマネジャー） 
 

事 業 所 名 住   所  連 絡 先 

望ヶ丘医院 大川 3 丁目 5-28 ☎65-8111 

ケアプランセンターあかまつ 本町 4 丁目 6-10  ☎65-1183 

七飯町介護プランセンタ－「しゃきょう」 字中野 210-2 ☎65-2111 

ケアプランセンターそよかぜ 本町 6 丁目 7-12 ☎64-3040 

ケアプランふれあい 本町 4 丁目 11-15 ☎85-6048 

居宅介護支援事業所 輝（きらり） 字藤城 363-10 ☎64-8870 

ケアサポートこのか 本町 2 丁目 29-9 ☎65-0342 

ケアセンターこはく 本町 2 丁目 9-1 ☎86-5320 

ケアプランセンターあうたの家 大川 9 丁目 12-10 ☎76-6915 
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総合事業に関する相談窓口 

※事業所番号順に掲載しております。 

http://www.town.nanae.hokkaido.jp/shisetsu/

